
筑北小学校 低学年の外国語活動について（報告） 

 

 本校は教育課程特例校として、１，２年生において生活科の１０時間と学校裁量の１０時

間を合わせた２０時間を外国語活動の時間にあてています。この時間は担任と ALT による

授業をほぼ隔週で行っています。 

 

１ 児童アンケートの結果から 

 

低学年児童へのアンケートでは、「外国語活動の授業は楽しい」の質問について、「そう思

う」と感じている児童が約８２％、「だいたいそう思う」と感じている児童が約１４％でし

た。ほとんどの児童がこの時間を楽しみにしていることが分かります。 

その理由には、「言葉遊びゲームが楽しい」「歌で覚えると覚えやすい」という活動に対す

るものと「外国の人と話せるようになる」「（海外旅行で）話せるようになりたいから」とい

ったコミュニケーションへの期待によるものがあるようです。 

活動については、外国文化に触れるゲームや単語を聞いたり話したりするゲーム、体を動

かしながら歌うチャンツなど、低学年児童の興味関心を喚起しながら自然と外国語（英語）

や外国文化に触れられるよう、工夫をしています。 

コミュニケーションについては、授業で学んだ話法を用いて校外学習の際に外国人観光

客と直接対話をする体験活動などを通して、英語が話せるようになることの喜びや表情や

みぶりなど言葉だけではないやりとりの大切さなどを実感し、一層意欲を高めているもの

と思われます。 

一方、「あまりそう思わない（楽しくない）」と考えている約４％の児童については、その

理由として「同じようなゲームや歌が多い」と画一的な内容ととらえているものや「歌うの

が恥ずかしい」といった表現活動に対する抵抗感があるものが見られました。外国語活動に

おいても、一斉授業やスキル習得に偏らず、個別最適な学びと協働的な学びを追求していく

必要を感じます。 



２ 保護者アンケートの結果から 

 

低学年保護者へのアンケートでは、「お子さんは英語の授業に楽しく取り組んでいる」の

質問について、「そう思う」と感じている保護者が５０％、「だいたいそう思う」と感じてい

る保護者が約４４％でした。保護者についても、本校の外国語活動を肯定的にとらえている

方が多いことが分かります。 

記述回答（任意）では、「子どもは体を使ったゲームやクイズを通して学ぶのが楽しいそ

う。続けていって欲しい」「低学年は英語に『楽しく』触れてほしい」「低学年から英語を身

近に感じて楽しみながら学んでもらいたい」といった「楽しさ」を重視した回答が多く寄せ

られました。「学習初期に英語を嫌いにならないでほしい」という願いが見えます。 

また、「まずは日本語をしっかり使えるようになって欲しい。他文化に興味をもつ機会と

してはよい」「日本語も同じですが、伝える事と同時に相手の話を受け取る事も必要だと思

います。遠足で外国人観光客に話しかけるのは面白い企画ですが、一方的に伝えるだけでは

なく相手の返答に反応することが大事であると伝えています」という、異文化理解を重視す

る回答も複数見られました。多様性を包括する社会を目指す中で、小学校低学年で行う外国

語活動の意義は一層増していると考えます。 

 

３ おわりに 

筑北村では、早期から英語に親しむメリット・デメリット、保育と教育の連続性を考えて、

「英語とともだち」「英語であそぼう」の在り方を「筑北村外国語活動連絡会」において保

小中で連携して研究し、小学校の外国語活動につなげています。その中で、小学校低学年は

「架け橋期」として、重要な時期ととらえています。 

また、村内でも外国人が増えている現状をふまえ、外国籍や異文化をもつ方から自国の遊

びや習慣を教えてもらうなど、子どもが異なる文化に触れる機会を通して、お互いを認め合

う心を育んでいくことをめざしています。村内の様々な国の方と交流する機会を増やすこ

とで子どもたちが自然に異文化を理解できるよう、地域や家庭と共に進めていきます。 


